
発
表

㈹
津
藩
と
新
宮
家
ｌ
主
と
し
て
種
痘
に
関
し
茅
原
弘
（
三
重
）

。
「
江
馬
蘭
学
塾
来
翰
集
」
出
版
経
過
に
つ
い
て青

木
一
郎
（
岐
阜
）

白
嘉
納
家
文
書
（
末
中
先
生
提
供
）
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
入
歯
師
の
吟
味
ｌ

杉
本
茂
春
（
大
阪
歯
大
）

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会
案
内

と
ぎ
十
一
月
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り

と
こ
ろ
大
阪
市
南
区
末
吉
橋
通
三
牟
田
病
院
講
堂

十
一
月
例
会
十
一
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
鳶
軒
日
録
中
の
医
事
記
録
に
つ
い
て
安
井
広
迪

二
、
医
学
史
的
。
ハ
リ
ー
九
八
二
年
大
村
敏
郎

十
二
月
例
会
十
二
月
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
十
二
月
例
会
は
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
行
わ
れ
た
）

一
、
日
本
の
解
剖
図
の
変
遷
酒
井
シ
ヅ

ニ
、
出
島
史
跡
整
備
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て
の
報
告
箭
内
健
次

三
、
医
心
方
の
伝
写
に
つ
い
て
（
Ⅳ
）
杉
立
義
一

㈲㈲ ㈲㈲ ㈲ 白色尚㈹㈹ ㈹㈹㈹ 画
Ｅ
・
ベ
ル
ッ
の
日
本
人
栄
養
論
安
井
広
（
愛
知
）

㈲
医
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
医
政
Ｉ
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
Ｂ
Ｍ
Ａ
の
例

大
坂
医
者
番
付
に
つ
い
て
中
野
操
（
大
阪
）

日
本
皮
膚
科
学
史
（
そ
の
三
）
性
病
と
性
病
対
策

長
門
谷
洋
治
（
堺
市
）

大
野
藩
初
の
塩
湯
治
の
資
料
（
文
政
十
三
年
七
月
二
十
一
日
）

岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

京
都
の
オ
ラ
ン
ダ
宿
と
そ
の
運
命
宗
田
一
（
杏
雨
書
屋
）

産
科
習
俗
（
ス
ラ
イ
ド
供
覧
）
杉
立
義
一
（
京
都
市
）

除
痘
館
を
め
ぐ
る
人
々
古
西
義
麿
（
此
花
図
書
館
）

「
日
本
医
事
大
年
表
」
と
兼
康
家
の
人
び
と
杉
本
茂
春
（
大
阪
歯
大
）

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
新
収
蔵
資
料
の
紹
介
（
２
）

古
田
恵
子
青
木
允
男
（
く
す
り
博
物
館
）

浅
川
賞
と
浅
川
博
士
藤
野
恒
三
郎
（
神
戸
学
院
大
学
）

演
題
追
加

旭
川
市
ア
イ
ヌ
墓
地
の
高
札
文
末
中
哲
夫
（
兵
庫
教
育
大
）

お
雇
い
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
、
ポ
ー
ド
イ
ン
・
ブ
ッ
ヶ
マ
・
エ
ル

メ
レ
シ
ス
・
ハ
ラ
タ
マ
等
に
関
す
る
新
知
見

石
田
純
郎
（
三
菱
水
島
病
院
）

一
般
人
を
対
象
と
し
た
軍
医
の
病
院

仰
恵
愛
医
院
（
名
古
屋
）
佐
久
間
温
巳
（
西
尾
市
）

嵯
峨
寿
安
の
黒
川
自
然
先
生
小
伝
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）
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改
革
要
綱
を
可
決
、
新
執
行
部
選
出

Ｉ
日
本
学
術
会
議
第
八
十
六
回
総
会
報
告
ｌ

緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
も
と
で
、
第
八
十
六
回
総
会
は
、
十
月
二
十
、
二
十

一
、
二
十
二
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
第
十
二
期
開
始
と
と
も

に
発
足
し
た
日
本
学
術
会
議
改
革
委
員
会
は
、
精
力
的
な
活
動
を
続
け
て
き

た
。
前
総
会
で
改
革
試
案
が
採
択
さ
れ
る
や
、
直
に
会
員
、
有
権
者
、
学

会
・
協
会
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
討
議
に
付
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
改

革
要
綱
案
が
、
今
総
会
に
提
出
さ
れ
た
。
活
発
な
審
議
に
基
づ
く
若
干
の
修

正
の
の
ち
、
独
立
し
て
職
務
を
果
た
す
国
の
機
関
と
し
て
の
現
学
術
会
議
の

基
本
的
性
格
を
保
持
し
、
そ
の
役
割
の
一
層
の
発
展
を
目
指
す
改
革
要
綱
案

は
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
の
も
と
に
要
望
・
声
明
な
ど
と
と
も
に
可
決
さ
れ

た
。

そ
の
直
後
、
伏
見
会
長
、
岡
倉
・
塚
田
両
副
会
長
は
、
採
択
さ
れ
た
要
綱

を
も
っ
て
政
府
と
の
交
渉
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
拭

い
、
執
行
部
の
陣
容
を
一
新
し
て
当
た
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
判
断
を

示
し
、
辞
意
を
表
明
し
た
。
会
員
は
事
態
の
厳
し
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
と

と
も
に
そ
の
辞
任
を
諒
承
し
、
決
意
を
新
た
に
し
て
直
ち
に
新
執
行
部
を
選

出
、
久
保
亮
五
（
第
四
部
）
会
長
、
安
藤
良
雄
（
第
三
部
）
、
八
十
島
義
之
助

（
第
五
部
）
両
副
会
長
が
決
定
さ
れ
た
。

な
お
改
革
要
綱
案
策
定
と
並
ん
で
、
学
術
会
議
が
本
来
、
日
本
の
学
術
の

進
展
の
た
め
に
常
時
果
た
す
べ
き
多
く
の
仕
事
が
各
種
委
員
会
の
活
動
と
し

て
続
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
口
頭
も
し
く
は
文
書
報
告
と
し
て
百
七
十

雑
報

三
件
に
及
ん
で
紹
介
さ
れ
た
。

会
長
挨
拶
及
び
諸
報
告
（
第
一
日
）

学
術
会
議
関
係
物
故
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
た
の
ち
、
伏
見
会
長
は
挨
拶
の

中
で
、
学
術
会
議
を
め
ぐ
る
情
況
に
ふ
れ
る
と
と
も
に
、
改
革
の
遂
行
、
さ

ら
に
は
日
本
の
学
術
の
振
興
の
た
め
の
一
層
の
奮
起
を
会
員
に
要
請
し
た
。

諸
報
告
に
う
つ
り
、
ま
ず
岡
倉
副
会
長
か
ら
、
会
長
の
諮
問
組
織
と
し
て
設

置
さ
れ
た
「
日
本
学
術
会
議
改
革
問
題
懇
談
会
」
（
座
長
、
永
井
道
雄
氏
）

の
答
申
が
報
告
さ
れ
、
こ
の
答
申
の
内
容
は
今
回
審
議
さ
れ
る
改
革
要
綱
案

に
十
分
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。
続
い
て
、
一
九
八
三

年
我
が
国
で
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
、
特
定
研
究
領
域
決
定
の
経
緯
、
科
学

技
術
振
興
の
た
め
の
機
構
試
案
、
教
科
書
検
定
問
題
へ
の
見
解
（
学
問
・
思

想
の
自
由
委
員
会
見
解
）
表
明
な
ど
を
含
む
各
種
委
員
会
の
報
告
紹
介
が
な

さ
れ
た
。

改
革
要
綱
案
審
議
（
第
二
・
三
日
）

審
議
に
先
立
っ
て
、
伏
見
会
長
は
提
案
採
択
後
に
予
測
さ
れ
る
事
態
を
説

明
し
、
総
理
府
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
学
術
会
議
の
改
革
検
討
に
、
ど

の
程
度
本
会
議
の
理
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
懸
念
を
述
べ
た
。
そ
し
て
重

大
な
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
臨
時
総
会
を
開
い
て
学
術
会
議
と
し
て

の
意
志
を
固
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
今
期
総
会
に
お
い
て
改
革
要
綱

策
定
へ
の
会
員
の
結
束
し
た
努
力
を
再
び
要
請
し
た
。

つ
づ
い
て
要
綱
案
各
項
目
毎
の
逐
次
審
議
に
入
り
、

Ｉ
、
「
改
革
の
基
本
的
前
提
」
と
し
て
、
の
独
特
な
性
格
の
国
の
機
関
で

あ
る
こ
と
、
②
政
府
か
ら
独
立
し
て
職
務
を
行
う
国
の
機
関
で
あ
る
こ
と
、
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③
日
本
の
科
学
者
の
内
外
に
対
す
る
代
表
機
関
で
あ
る
こ
と
、
㈹
公
選
制
を

基
盤
と
す
る
重
層
構
造
制
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
⑤
組
織
・
運
営
上
総
合
性

を
有
し
て
い
る
こ
と
、
⑥
実
質
上
、
科
学
者
の
自
主
的
組
織
と
し
て
機
能
し

て
い
る
こ
と
な
ど
六
点
の
内
容

Ⅱ
、
「
改
革
の
重
点
」
と
し
て
、
職
務
の
明
確
化
、
会
員
の
あ
り
方
、
会

員
選
挙
は
直
接
選
挙
を
原
則
と
す
る
が
定
数
の
お
よ
そ
三
分
の
一
に
つ
い
て

は
、
推
薦
制
（
コ
オ
プ
シ
ョ
ン
制
を
加
味
す
る
）
を
導
入
、
任
期
三
年
通
算

四
選
禁
止
、
部
制
・
専
門
別
制
、
内
部
諸
機
関
の
組
織
運
営
、
研
究
連
絡
委

員
会
、
国
際
交
流
、
予
算
・
事
務
局
、
科
学
者
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
、
他

の
学
術
関
係
機
関
等
と
の
関
係
な
ど
十
項
目
に
わ
た
る
内
容
に
つ
い
て
審
議

採
択
し
た
。

さ
ら
に
要
綱
採
択
に
付
随
し
て
、
要
綱
の
基
本
的
方
向
の
尊
重
と
細
目
に

つ
い
て
の
連
絡
・
協
議
を
求
め
る
た
め
の
政
府
に
対
す
る
要
望
「
日
本
学
術

会
議
の
改
革
に
つ
い
て
」
、
科
学
者
、
学
会
・
協
会
を
は
じ
め
、
政
府
、
国

会
な
ど
の
一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
声
明
「
日
本
学
術
会
議
改
革
要
綱

の
決
定
に
さ
い
し
て
」
、
及
び
、
今
後
外
部
と
の
対
応
を
含
む
諸
措
置
及
び

実
施
方
に
つ
い
て
、
運
営
審
議
会
に
授
権
す
る
た
め
の
申
し
合
せ
「
日
本
学

術
会
議
改
革
要
綱
の
実
現
を
め
ざ
す
諸
措
置
に
つ
い
て
」
を
採
択
し
た
。

な
お
、
現
行
法
の
枠
内
で
直
ち
に
実
施
可
能
な
、
科
学
者
・
研
究
者
と
一

層
の
緊
密
化
を
図
る
た
め
の
内
規
「
学
協
会
と
の
連
絡
の
た
め
の
登
録
に
つ

い
て
」
の
一
部
改
正
を
承
認
し
た
。

新
会
長
の
決
意
表
明

久
保
新
会
長
は
就
任
に
当
た
っ
て
、
「
会
員
や
全
国
の
科
学
者
の
支
援
で
、

将
来
の
日
本
の
た
め
に
、
憂
い
の
な
い
よ
う
、
学
術
会
議
を
改
革
す
る
た

京
都
医
学
史
研
究
会
会
則

昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
二
日
制
定

１
、
〔
名
称
〕

本
会
は
、
京
都
医
学
史
研
究
会
と
い
い
、
京
都
府
医
師
会
館
内
（
壷
似

京
都
市
中
京
区
御
前
通
松
原
通
松
原
下
ル
）
に
お
く

２
、
〔
目
的
〕

本
会
は
、
医
学
・
医
療
を
中
心
と
し
た
歴
史
を
調
査
・
研
究
・
研
鎖
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る

３
、
〔
会
員
〕

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
京
都
府
医
師
会
員
は
、
会
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
府
医
師
会
員
以
外
の
者
で
も
、
会
員
が
推
せ
ん
し
、
本

会
が
認
め
た
場
合
は
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

４
、
〔
幹
事
〕

本
会
に
は
幹
事
若
干
名
を
お
き
、
会
務
を
運
営
す
る

５
、
〔
幹
事
の
任
期
〕

本
会
の
幹
事
の
任
期
は
二
年
と
し
、
総
会
で
選
出
す
瓦
但
し
重
任
を

さ
ま
た
げ
な
い

６
、
〔
総
会
〕

総
会
は
、
当
番
幹
事
が
招
集
し
毎
年
一
回
開
催
す
る
。
な
お
、
収
支
決

算
は
総
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

７
、
〔
事
業
〕

本
会
は
、
次
の
事
業
を
行
う

め
、
精
一
杯
尽
し
た
い
。
」
と
述
べ
覇
会
員
、
科
学
者
の
協
力
を
要
請
し
た
。
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例
会
、
調
査
旅
行
、
見
学
会
等
の
開
催
、
講
演
会
、
講
習
会
、
展

示
会
等
の
主
催
・
後
援

専
門
医
会
、
他
団
体
と
の
協
力
、
交
流

先
哲
、
医
人
顕
彰
の
た
め
の
諸
行
事

会
誌
、
資
料
集
等
の
刊
行

そ
の
他
本
会
の
目
的
に
添
う
事
業

８
、
〔
経
費
〕

本
会
の
経
費
は
、
会
費
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て

）
勺

９
、
〔
会
費
〕

本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
年
会
費
三
千
円
を
収
め
る
も
の
と

す
る

、
、
〔
会
計
年
度
〕

本
会
の
会
計
年
度
は
各
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に

終
る

以
上

昭
和
五
十
七
年
度
事
業
計
画

（
五
十
七
・
四
・
一
’
五
十
八
・
三
・
三
十
一
）

１
、
例
会
毎
月
第
一
木
曜
日
午
後
二
時
’
四
時
医
師
会
館

『
京
都
の
医
学
史
」
抄
読
会
と
会
員
発
表
。

十
月
と
三
月
府
医
師
会
と
共
催
の
医
学
史
学
術
講
演
会
。

一
月
新
年
懇
親
会

五
月
、
十
一
月
見
学
会

２
、
六
月
五
・
六
日
の
第
八
十
三
回
日
本
医
史
学
会
総
会
・
学
術
大
会
へ
の

京
都
医
学
史
研
究
会
例
会

（
五
十
六
年
四
月
’
五
十
七
年
三
月
）
杉
立
義
一

▽
第
五
回
例
会
五
十
六
・
四
・
二
医
師
会
館

①
抄
読
会
「
室
町
時
代
の
医
学
」
山
田
重
正

②
総
会

▽
任
期
は
二
年
間
（
一
九
八
三
年
三
月
末
日
ま
で
）

事
務
局
”
京
都
市
中
京
区
御
前
通
松
原
下
ル
京
都
府
医
師
会
館
内

京
都
医
学
史
研
究
会
宛
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
宅
苧
三
〒
昊
堂
）

協
力

３
、
会
報
の
ほ
か
会
員
の
研
究
発
表
を
収
録
し
た
会
誌
の
発
行

４
、
日
本
医
史
学
会
、
そ
の
他
諸
団
体
と
の
協
力
、
交
流
。

５
、
そ
の
他本

会
の
幹
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏
名

明
石
勤
之
助

指
宿
照
久

北
小
路
博
央

杉
立
義
一

中
橋
弥
光

藤
垣
亀
雄

藤
田
俊
夫

六
つ
一
一

六
つ
二

六
つ
三

《
一
三

六
つ
二

《
ロ
四

六
つ
四

住
所

北
区
小
山
下
総
町
毛
鞍
馬
口
病
院

上
京
区
烏
丸
通
鞍
馬
口
下
ル

北
区
大
宮
南
田
尻
町
三
一

西
京
区
桂
野
里
町
三

上
京
区
七
本
松
五
辻
上
ル
西
陣
病
院

中
京
区
蛸
薬
師
河
原
町
東
入

中
京
区
烏
丸
通
二
条
下
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
四
一
Ｉ
奉
一
ロ
一

四
四
一
’
二
一
壱
〈

勇
一
ｌ
美
公
宅

四
九
二
－
つ
一
く
つ

三
〈
一
’
二
壱
五
五

四
《
－
１
〈
八
つ
Ｃ

一
一
二
一
’
四
七
七
一

一
酉
‐
言
宍
宅

二
一
二
’
六
つ
三
五

勾句
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③
会
員
発
表
「
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
疫
疾
」
山
下
喜
明

出
席
十
九
人

▽
第
六
回
例
会
五
十
六
・
五
・
一
四
杏
雨
書
屋

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
の
春
季
特
別
展
示
会
を
見
学

参
加
十
五
人

▽
第
七
回
例
会
五
六
・
六
・
四
医
師
会
館

①
抄
読
会
「
安
土
・
桃
山
時
代
の
医
学
」
宗
田
一

②
会
員
発
表
「
安
芸
守
定
と
医
家
と
し
て
の
安
芸
家
に
つ
い
て
」

北
小
路
博
央
出
席
十
六
人

▽
第
八
回
例
会
五
六
・
七
・
二
医
師
会
館

①
抄
読
会
「
南
蛮
医
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
」
①
守
屋
正

②
映
画
「
く
す
り
と
日
本
人
ｌ
古
代
か
ら
近
代
薬
の
黎
明
ま
で
」

出
席
二
十
人

▽
第
九
回
例
会
五
十
六
・
九
・
三
医
師
会
館

①
抄
読
会
「
南
蛮
医
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
」
③
守
屋
正

②
会
員
発
表
「
上
方
歯
科
医
人
伝
取
材
の
中
で
見
た
京
都
の
口
中
医
と
近
代

歯
科
医
学
の
先
覚
者
た
ち
」
浦
田
耕
作
出
席
十
七
人

▽
第
十
回
例
会
五
六
・
十
・
三
医
師
会
館

（
府
医
師
会
と
共
催
学
術
講
演
会
）

「
文
明
開
化
期
の
細
菌
学
」

大
阪
大
学
名
誉
教
授
藤
野
恒
三
郎

▽
第
十
一
回
例
会
五
十
六
・
十
一
・
五

鳥
辺
山
（
日
野
鼎
哉
、
和
田
東
郭
、
荻
野
元
凱
）

出
席
三
十
七
人

清
閑
寺
（
並
河
天
民
、
渡
辺
孝
恭
）
墓
所
め
ぐ
り

参
加
八
人

▽
第
十
二
回
例
会

①
抄
読
会
「
江
戸
時
代
の
医
学
」
の
山
田
重
正

②
会
員
発
表
弓
医
心
方
』
第
二
巻
・
鍼
灸
篇
に
つ
い
て
」
高
島
文
一

出
席
十
五
人

▽
第
十
三
回
例
会
五
十
七
・
一
・
二
十
四

①
見
学
会
真
珠
庵
、
孤
蓬
庵

②
新
年
懇
親
会
一
久
出
席
三
十
三
人

▽
第
十
四
回
例
会
五
十
七
・
二
・
四
医
師
会
館

①
抄
読
会
「
江
戸
時
代
の
医
学
」
側
山
田
重
正

②
会
員
発
表
「
中
国
医
学
古
典
に
つ
い
て
」
⑩
赤
堀
昭

出
席
十
三
人

▽
第
十
五
回
例
会
五
七
・
三
・
六
医
師
会
館

（
府
医
師
会
と
共
催
学
術
講
演
会
）

「
白
河
法
皇
の
死
亡
原
因
に
つ
い
て
」

平
安
博
物
館
長
角
田
文
衛

出
席
六
十
二
人

事
務
局
恥
京
都
市
中
京
区
御
前
通
松
原
下
ル
京
都
府
医
師
会
館
内

京
都
医
学
史
研
究
会
宛
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
宅
幸
二
〒
昊
三
）
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